


より最終板厚1.0mmとした板材を用いた。この板材を，
823Kで60s保持する溶体化処理を施し，水中で焼入れた。
切片法により測定した溶体化まま材の平均結晶粒径は約





らも確認される。
　相分解過程初期における溶質原子のクラスタリング挙
動は，合金中の空孔濃度の影響を受けるものと考えら
れ，一方で予ひずみにより導入された転位は，焼入れ過
剰空孔の消滅場所として働くものと考えられる15）。一般
に，よく焼なました金属の転位密度




